
・
人
事
案
件�

・
議
案
の
提
案
理
由�

　
説
明�

・
代
表
質
疑�

・
一
般
質
問�

１５
人�

７
人�

4
面�

5
面�

2
・
3
面�

6
・
7
面�

・
決
算
等
議
案
以
外�

　
の
議
案
審
査�

・
先
議
議
案
の
採
決�

・
決
算
等
議
案
の
議�

　
案
審
査�

・
先
議
議
案
の
採
決�

・
特
別
委
員
会
報
告�

・
常
任
委
員
会
報
告�

・
討
論�

・
議
案
の
採
決�

・
意
見
書
の
採
決�

���

今
定
例
会
で
は
、
総
額
八
千
七

百
億
円
余
の
平
成
十
三
年
度
企
業
、

一
般
・
特
別
会
計
決
算
を
審
査
す

る
た
め
に
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

十
一
日
間
に
わ
た
る
活
発
な
議
論

を
経
て
、
全
会
計
の
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。�

���

ペ
イ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
落
書
き

を
無
く
し
、
地
域
環
境
の
美
化
の

促
進
等
に
資
す
る
た
め
、「
仙
台
市

落
書
き
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」

が
議
員
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で

可
決
い
た
し
ま
し
た
。�

こ
の
条
例
は
仙
台
市
議
会
と
し

て
は
、
議
員
提
案
で
制
定
さ
れ
た

初
め
て
の
政
策
的
条
例
で
あ
り
ま

す
。�来

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
の
条
例
に
よ
り
、
市
長
は
落

書
き
を
行
っ
た
者
に
対
し
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
の
勧
告
や
市

の
管
理
す
る
施
設
へ
の
落
書
き
の

消
去
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
、
こ
の
勧
告
等
に
正
当
な
理

由
が
な
く
従
わ
な
い
者
に
つ
い
て
、

公
表
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。�

��������������

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
乳

幼
児
の
医
療
費
助
成
制
度
は
子
育

て
支
援
施
策
の
重
要
な
も
の
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。�

現
在
の
制
度
で
は
、
国
民
健
康

保
険
加
入
者
を
除
き
、
医
療
機
関

等
の
窓
口
で
い
っ
た
ん
一
部
負
担

金
を
支
払
う
「
償
還
払
い
方
式
」

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
一

部
負
担
金
の
支
払
い
が
不
要
と
な

る
「
現
物
給
付
方
式
」
を
早
期
に

導
入
さ
れ
る
よ
う
宮
城
県
に
対
し

意
見
書
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
。�

��

仙
台
市
議
会
で
は
、
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ

る
ご
意
見
等
を
頂
戴
で
き
る
よ
う
、

広
聴
機
能
の
充
実
も
図
っ
て
お
り

ま
す
。�

市
民
の
皆
様
の
率
直
な
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

��

仙
台
市
議
会�

　
　
　
議
　
長
　
村
上
　
隆
志�

　
　
　
副
議
長
　
郷
湖
　
健
一�
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成
十
三
年
度
決
算
等�

�

　に
つ
い
て
活
発
な
議
論�

議
員
提
案
の
落
書
き
の
防
止
に�

関
す
る
条
例
を
全
会
一
致
で
可
決�

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
に�

　
　
　
つ
い
て
の
意
見
書
提
出�

一
六
一
四
年
に
仙
台
藩

祖
の
伊
達
政
宗
公
が
、
藩

の
学
問
と
産
業
振
興
の
両

面
か
ら
の
施
策
に
よ
り
、

摂
州
大
阪
の
筆
師
・
小
村

又
兵
衛
を
招
き
創
始
さ
れ

た
と
さ
れ
る
。�

細
工
が
精
緻
な
毛
筆
で

あ
る
。�

堤
焼
を
母
体
に
誕
生

し
た
と
言
わ
れ
る
。�

土
製
着
色
の
郷
土
人

形
で
、
京
都
の
伏
見
人

形
と
相
対
す
る
最
高
峰

と
言
わ
れ
て
い
る
。�

一
八
二
二
年
、
仙

台
藩
の
下
級
武
士
が

埋
木
を
見
つ
け
日
常

工
芸
品
を
作
っ
た
こ

と
に
始
ま
る
。�

埋
木
と
は
約
五
百

万
年
前
の
樹
木
が
地

中
に
埋
没
し
炭
化
し

た
も
の
。�

市
民
の
み
な
さ
ま
へ�

市
民
の
み
な
さ
ま
へ�

市
民
の
皆
様
の
率
直
な
ご
意
見
を�

本
会
議�

開
　
　
会�

提
案
説
明�

代
表
質
疑�

一
般
質
問�

委
員
会
付
託�

常
任
委
員
会�

（
６
委
員
会
）�

決
算
等
審
査�

特
別
委
員
会�

委
員
長
報
告�

討
　
　
論�

議
　
　
決�

閉
　
　
会�

本
会
議�

本
会
議�

常
任
委
員
会�

本
会
議�

決
算
等
審
査�

特
別
委
員
会�

本
会
議�

本
会
議�

議
長
の
開
会
宣
言
で
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。�

市
長
及
び
議
案
を
提
出
し
た
議
員
が
議
案
の
提
案
理
由
を
説
明
し

ま
す
。�

各
会
派
の
代
表
議
員
が
議
案
に
つ
い
て
質
疑
し
、
提
案
者
に
説
明

を
求
め
ま
す
。�

発
言
を
通
告
し
た
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
、
執
行
部

の
説
明
を
求
め
ま
す
。�

十
三
年
度
決
算
に
つ
い
て
詳
し
く
審
査
す
る
た
め
に
、
決
算
等
審

査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
付
託
し
ま
す
。�

そ
の
他
の
議
案
は
、
常
設
の
六
つ
の
常
任
委
員
会
に
分
割
付
託
し
ま
す
。�

議
員
全
員
で
構
成
し
、
一
問
一
答
方
式
に
よ
っ
て
詳
し
く
決
算
に
つ

い
て
審
査
の
上
、
委
員
会
と
し
て
の
賛
成
・
反
対
を
決
定
し
ま
す
。�

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
所
属
す
る
議
員
が
専
門
的
に
審
査
の
上
、
委

員
会
と
し
て
の
賛
成
・
反
対
を
決
定
し
ま
す
。�

各
委
員
会
が
委
員
会
で
の
審
査
の
経
過
や
結
果
を
報
告
し
ま
す
。�

議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
・
反
対
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
す
。�

議
案
に
つ
い
て
、
賛
成
・
反
対
の
議
決
を
行
い
ま
す
。�

議
長
の
閉
会
宣
言
で
活
動
が
終
了
し
ま
す
。�

第
三
回
定
例
会
の
流
れ�

第
三
回
定
例
会
の
流
れ�

本　会　議�委員会�本 会 議�

10月22日に村上市議会議長（左）から�
柿　宮城県副知事（右）に意見書を提出�

ち
ょ
う
だ
い�


